
 

 

 
   

 

夏休みが明け、いよいよ２学期が始まりました。子供たちは、どんな夏休みを過ごしたでしょうか。酷

暑が続く日が多く、体調管理が大変ではなかったでしょうか。そのような中、家族と戸外へ出かけたり、

家でのんびり過ごしたりと、過ごし方は様々だったと思います。 

さて、２学期は秋の様々な行事があります。こうした行事の中で、お子様の力が十分発揮できるよう、

今学期も指導、支援に努めていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

在籍学級訪問では、学級担任の先生には御多用の折にもかかわらず、お時間を割いていただき、大変

ありがとうございました。面談内容を振り返り、２学期以降の指導に生かしていきます。 

 

★「ことばの教室」への相談内容から、今回「構音（こうおん）＝発音」について特集します。 

正しい発音ができない子供たちとは？ 

 「お魚」を「おたかな」のように、正しく発音することが難しい場合があります。いわゆる幼児音（お

しゃかな）などは就学してから２学期以降に自然に改善されることもあります。それ以降も、幼児音が一

貫している場合や他の音も明らかに異なる誤り方をしている場合（特に本人に困り感がある）は、指導を

受けることをお勧めしています。一見、本人が気にはしていないように見えても、周囲から聞き返しをさ

れていることも多々あると、話すことに自信がもてなくなってしまう心配があります。 

 

１．主な発音の誤り方の種類 

他の音に置き換わる（置換
ち か ん

）   音が省かれる（省略）    音がひずんでしまう（側音
そくおん

・口蓋
こうがい

化） 

 

 

 

 

 

 

 

２．主な正しい発音に必要なこと 

・音と音の違いを聞き分ける力が大切です。音韻（おんいん）意識を高めることも必要です。 

・口や舌の動きを高めるための、いわゆる口腔機能を向上させることが必要です。 

・他者の出す音や口の動きなどを正しく模倣する力が必要となります。           

からす⇒タラス テレビ⇒テービ 
 

息がお口の脇から漏れるなど 



 

３．ことばの教室での主な練習 

・舌の動きが滑らかになるように、「ベロの体操」、「舌ジャンケン」などの練習をします。 

・正しい音と誤り音とを聞き分ける練習をします（「サ」「タ」について同じ音。違う音。）。 

・口の動きを高めるために、身体や手指の動きがバランスよく動かせるように楽しく学びます。 

 

★どんな練習でも、トレーニングという意識で行うのではなく、面白く、楽しく取り組めるように 

 工夫した指導を心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「前期指導報告書」は１０月中には、保護者の方にお渡しします。在籍校には交換便にて送付します。 

校内にて保管ください。御承知おきください。 

清瀬第六小学校「ことばの教室」（代）☏ 042-493-4316 

または教育委員会 指導課教育支援係 ☏ 042-497-2552 まで御連絡下さい。 

 

次回の入級判定会は１０月１７日（金）となります。（申込み〆切日 ９/26） 

９月    ２日（火）  都難言協 ブロック研究会により午後の指導なし 

８日（月）  ことばの教室 指導開始 

９日（火）  都難言協 専門研究会により午後の指導なし 

２９日（月）  六小振替休業日により指導なし 

 

１０月   ７日（火）  都難言協 ブロック研究会により午後の指導なし 

      ９日（木）  校内研究会 研究授業により午後の指導なし 

１４日（火）  都難言協 専門研究会により午後の指導なし 

     ２０日（月）  六小振替休業日により指導なし 

     ２７日（月）  六小振替休業日により指導なし 

 

１１月   ４日（火）  都難言協 ブロック研究会により指導なし 

     ２０日（木）  校内研究会 研究授業により指導なし 

２５日（火）  都難言協 通級指導研究会により指導なし 

 

 

１２月   ２日（火）  都難言協 ブロック研究会により指導なし 

１２日（金）  ことばの教室 ２学期指導終了  
 


